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日本医師会では、平成22年12月に閣議決定された

内閣府の「第三次男女共同参画基本計画」の中で、「社

会のあらゆる分野において、2020年までに指導的地

位に女性が占める割合が、少なくとも30％程度にな

るよう期待する」という目標が改めて明記されたこ

とを受けて、積極的改善措置を決め、その取り組み

を進めております。

「2020.30」推進懇話会は、女性医師会員に日本医

師会の組織・運営・活動に関わる理解を深め、将来、

医師会の活動に参加していただくことを目的に開催

しており、今年度の第１回目の懇話会が１月10日

（木）に日本医師会館で開催されました。

北海道医師会からは、会員の大谷内真弓深川市立

病院麻酔科部長と独立行政法人国立病院機構旭川医

療センター放射線科の山本和香子医長に出席してい

ただきました。

「2020.30」推進懇話会に出席して

深川市立病院麻酔科部長 大谷内 真 弓

「2020.30」推進懇話会に出席したのでご報告いた

します。

この懇話会は日本医師会においても各種委員会等

の委員に女性会員の起用を進めるため、全国都道府

県医師会から推薦を受けた会員を集め医師会の活動

への理解を深めるという趣旨で行われました。

私は平成22年から２年間、日本医師会勤務医委員

会の委員を務めましたが、それでもなお、あまりに

医師会について知らないと改めて痛感しました。今

後医学教育や初期研修の中にも医師会についての基

礎知識は取り入れていくべきでしょう。

朗報としては、会議のため日本医師会館まで足を

運ぶのがハードルが高いということで、テレビ会議

での委員会出席も認められるようになったというこ

とです。都合がつかない時は、東京ではなく都道府

県医師会館(北海道の場合は札幌)まで足を運べばよ

いということで、２年間東京に通った自分としては

もう少し早くお願いしたかったと思いますが、今後

画期的に日本医師会への活動参加の負担は軽減され

ることになります。今後ますます地方から日本医師

会へ参加される女性が増えることを期待したいと思

います。

質疑応答の時間が非常に限られていたこと、せっ

かく他府県の多数の女性会員と同席したのに交流の

機会が持てなかったことは残念でした。

はじめて日本医師会館に行きました

独立行政法人国立病院機構旭川医療センター

放射線科医長 山本 和香子

このたび、「2020.30」推進懇話会に参加してまいり

ました。

参加者は全国から集まっており、都道府県医師会

もしくは郡市区等医師会の理事、男女共同参画委員

会委員などの要職を務めている方が大部分を占めて

おりました。

日本医師会の組織と事業内容、日本医師会の運営

の実際、「2020.30」推進懇話会について副会長および

常任理事の先生方からわかりやすい説明がありまし

た。女性医師に会内委員会の委員として活躍してほ

しいという点が強調されていました。会内委員会とは

日本医師会内に設置された約50の委員会で、力を発

揮できる分野があるのではないかとのお話でした。

総合討論では多数の方が発言しようと挙手されて

いましたが、時間が短くなり少数の方の発言にとど

まったのが非常に残念でした。

男女を問わずこれといった医師会活動をしたこと

がないという先生が多いかと思いますが、まず日本

医師会を理解するためにパンフレットに目を通すこ

とをおすすめします。

(http://www.med.or.jp/jma/about/pamphlet.html)

このパンフレットは懇話会当日、参加者に配布され

ました。

私の取り組みとしては、日医ニュースと日本医師

会雑誌に掲載される理事会記録を読むように努めよ

うと考えております。

平成24年度

第１回「2020.30」推進懇話会

常任理事・医療関連事業部長 藤井 美穂
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